平成２０年度十勝畜産技術セミナー開催要領

１．趣旨
　畜産物の安全性確保や品質の向上、流通の効率化を図りながら、生産性の高い安定した酪農・畜産経営を確立するためには、新しい技術情報の収集と技術導入の積極的な取り組みが重要となっています。

そこで、本技術セミナーでは、道立畜産試験場をはじめ道内の試験研究機関が開発した新しい技術の中から、十勝酪農・畜産の進展に寄与する技術を中心に紹介し、生産現場での導入支援と迅速な普及・定着を推進することにより、生産者や関連機関等と一体となって十勝の畜産振興に努めます。

２．日時　平成２１年２月２６日（木）　１０時から１５時００分

３．場所　農協連ビル　５Ｆ会議室　帯広市西３条南７丁目１４

４．主催　十勝農業協同組合連合会、北海道立畜産試験場

５．共催　十勝支庁、NPO法人グリーンテクノバンク、北海道家畜人工授精師協会十勝支部、十勝管内農協畜産技術員研究会、生物系特定産業技術研究支援センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．参加費　無料（対象；生産者、関係者）

７．内容

新技術の紹介
（１）新たに開発された系統豚「ハマナスＷ２」
　　　　　　　　　　　　 道立畜産試験場　　　 　家畜研究部　　　小泉　徹　氏

（２）黒毛和種の交配計画ソフトのバージョンアップ
　　　　　　　　　　　　道立畜産試験場　 　　　肉牛育種科　　鹿島　聖志　氏

（３）固形飼料給与量の制御による乳用子牛の４週齢離乳法
　　　　　　　　　　　　道立根釧農業試験場  　　乳牛飼養科　　大坂　郁夫　氏

（４）バイオガスがお宅のガステーブルで使えます！

(副題：余剰バイオガス精製・圧縮装置による都市ガスへの改質と評価)
　　　　　　　　　　　　　道立中央農業試験場　　　経営科　　日向　貴久　氏

（５）リアルタイムＰＣＲを活用した乳用牛のヨーネ病清浄化対策

　　　　　　　　 　　　　十勝家畜保健衛生所　　　予防課　　　宮島　洋行　氏

（６）メドウフェスク新品種候補「北海15号」

　　　　　　　　　　　　　北海道農業研究センター　　　　　　小松　敏憲　氏

（７）とうもろこし(サイレージ用)新品種候補「北交66号」                        　　　　　　　　　　　　北海道農業研究センター　　　　　　小松　敏憲　氏

特別講演　「国産濃厚飼料資源としてのイアコーンサイレージの可能性」

北海道農業研究センター　　　　 　大下　友子　氏
プログラム

開会の挨拶

	
	　　　　北海道立畜産試験場
	　　　　　場長　竹田　芳彦
	10:00


新技術の紹介 （座長：畜試基盤研究部長　山本　裕介）

	(1)
	新たに開発された系統豚「ハマナスＷ２」
	10:10～10:30

	
	　　北海道立畜産試験場
	　　　　　家畜研究部　小泉　徹
	

	
	
	
	

	(2)
	黒毛和種の交配計画ソフトのバージョンアップ
	10:30～10:50

	
	　　北海道立畜産試験場
	　　　　肉牛育種科　鹿島　聖志
	

	
	
	
	

	(3)
	固形飼料給与量の制御による乳用子牛の４週齢離乳法
	

	
	　北海道立根釧農業試験場
	　　　　乳牛飼養科　大坂　郁夫
	10:50～11:10

	
	（休憩：10分）
	
	

	
	
	
	

	(4)
	バイオガスがお宅のガステーブルで使えます！
	11:20～11:40

	
	道立中央農業試験場
	経営科　日向　貴久
	

	
	
	
	

	(5)
	リアルタイム　PCRを活用した乳用牛のヨーネ病清浄化対策
	11:40～12:00

	
	十勝家畜保健衛生所
	予防課　宮島 洋行
	


　

	
	（昼食：60分）
	
	

	
	
	
	


	(6)
	メドウフェスク新品種候補「北海15号」
	13:00～13:20

	
	北海道農業研究センター
	　　　寒地飼料作物育種研究チーム

小松　敏憲
	

	
	
	
	

	(７)
	とうもろこし(サイレージ用)新品種候補「北交66号」
	13:20～13:40

	
	北海道農業研究センター
	寒地飼料作物育種研究チーム

小松　敏憲
	

	
	（休憩：10分）
	
	

	
	
	
	


特別講演（座長：畜試技術普及部長　森本　正隆）

	・
	国産濃厚飼料資源としてのイアコーンサイレージの可能性
	13:50～14:30

	
	北海道農業研究センター
	自給飼料酪農研究チーム

大下　友子
	

	・
	討論
	14:30～15:00


閉会の挨拶

	
	十勝農業協同組合連合会
	参事　西部　潤　
	15:00


